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新
和
様
半
紙

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

入い

り
か
か
る
日ひ

の
赤あ
か

き
こ
ろ
ニ
コ
ラ
イ
の
側そ
ば

の
坂さ
か

を
ば
下お

り
て
来き

に
け
り

〈
大
意
〉 

西
日
が
赤
く
入
り
ゆ
く
こ
ろ
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
側
の
坂
を
下
り
て
来
た
。

〈
作
者
〉 

斎
藤
茂
吉 

（
一
八
八
二
〜
一
九
五
三
）

自
運
＝
与
え
ら
れ
た
課
題
語
句
を
課
題
と
し
、
自
運
作
品
と
し
て
筆
墨
紙
、
墨
の
磨
り
工
合
を
工

夫
し
、
書
作
品
と
し
て
造
型
す
る
こ
と
。
そ
れ
故
、
先
生
に
手
本
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
避
け

る
べ
き
で
あ
る
。
作
品
制
作
に
当
っ
て
は
、
古
典
か
ら
の
集
字
な
ど
を
試
み
て
始
め
る
の
も
よ
い
。

参
考
図
書
と
し
て
は
、
現
代
字
体
字
典（
講
談
社
）、
五
體
字
類（
西
東
書
房
）、
大
字
典 （
講
談
社
）、

古
典
か
な
字
鑑
（
書
藝
文
化
新
社
）、広
辞
苑 （
岩
波
書
店
）、古
語
辞
典 （
旺
文
社
） 

な
ど
を
見
た
い
。

　
今
月
の
競
書
課
題  

専
門
部  

今
月
の
出
品
期
間
3
月
10
日

（水）
～
3
月
18
日

（木）
必
着

漢 

字 
半 
紙

左
の
語
句
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。（
書
体
自
由
）

 

山
雨
捎
渓
足
、　
斜
暉
転
樹
腰
。

 

隔
巣
黄
鳥
並
、　

翻
藻
白
魚
跳
。

〈
出
典
〉

   

『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
II　

杜
少
陵
詩
集　

巻
十
三 

絶
句
』

〈
読
み
〉 

巣
を
隔
て
て
黄
鳥
並
ぶ

〈
大
意
〉 

巣
を
離
れ
た
所
に
黄
鳥
が
並
ん
で
い
る
。

隔
巣
黄
鳥
並

か 

な 

条 

幅

左
の
和
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
） 

〈
大
意
〉  

夜
が
更
け
て
、
鳴
く
声
ま
で
も
寒
く
聞
こ
え
る
鶴
は
、
幾
重
の
霜
が
置
き
加
わ
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

〈
作
者
〉 

藤
原
道
信
朝
臣
（
新
古
今
和
歌
集
613
）

さ
夜よ

更ふ

け
て
声こ
ゑ

さ
へ
寒さ
む

き
あ
し
た
づ
は
幾い
く
へ重
の
霜し
も

か
置お

き
ま
さ
る
ら
ん

※
課
題
及
び
課
題
の
文
字
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

4・5 月号課題予告
新
和
様
条
幅

か
な
条
幅

漢
字
条
幅

新
和
様
半
紙

か
な
半
紙

漢
字
半
紙

桃
の
花
ち
り
て
桜
の
若わ
か

萌も
え

の
た
な
び
く
庭
に
夕ゆ
ふ

か
げ
来
た
る 

（
土
屋
文
明
）

わ
が
眠
る
枕
に
ち
か
く
夜
も
す
が
ら
蛙か

は
づ

鳴
く
な
り
春
ふ
け
む
と
す 

（
斎
藤
茂
吉
）

春
水
緑
於
僧
眼
碧　

晩
山
濃
似
佛
頭
青 

（『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集 

I
』）

紫
の
藤ふ

ぢ

ば
な
ち
り
ぬ
青あ
を

の
羽は
ね

よ
き
つ
ば
く
ら
の
出い

づ
さ
入い

る
さ
に 

（
与
謝
野
晶
子
）

古
筆
臨
書
課
題 

翻
藻
白
魚
跳 

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ 　

杜
少
陵
詩
集　

巻
十
三 

絶
句
）

新
和
様
条
幅

左
の
短
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

〈
大
意
〉  

ひ
と
り
さ
み
し
い
身
と
な
っ
た
け
れ
ど
も
誰
か
に
逢
っ
た
ら
何
を
話
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
。

〈
作
者
〉 

窪
田
空
穂
（
一
八
七
七
〜
一
九
六
七
）

独ひ
と
りを
り
て
さ
み
し
く
な
り
ぬ
然し
か

れ
ど
も
誰た
れ

に
逢あ

ひ
て
は
何な
に

語
る
べ
き

漢 

字 

条 

幅

左
の
語
句
を
、
画
仙
紙
半
折 （
136
㎝
× 

35
㎝
） 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
書
体
自
由
） 

地
占
百
弓
多
是
水　

楼
無
一
面
不
當
山
。

〈
読
み
〉 

地
は
百
弓
を
占
め
、
多
く
は
是
れ
水
、
楼
は
一
面
と
し
て
山
に
当
た
ら
ざ
る
無
し

〈
大
意
〉 

土
地
の
広
さ
は
百
弓
を
占
め
、
多
く
は
水
で
あ
る
。
楼
閣
は
一
面
と
し
て
山
に
当
た
ら

な
い
。（
劉
後
村
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
出
典
〉『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集 

I
』

地
占
百
弓
多
是
水

楼
無
一
面
不
當
山

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
）  

か 

な 

半 

紙

　

春は
る

ご
と
に
花は
な

の
さ
か
り
は
あ
り
な
め
ど
あ
ひ
見み

む
こ
と
は
命
い
の
ち

な
り
け
り

〈
大
意
〉

   

春
が
め
ぐ
り
来
る
ご
と
に
、
花
の
盛
り
は
き
っ
と
あ
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
、
私
が
そ
の
花
と

相
会
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
相
応
し
い
命
が
私
に
恵
ま
れ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。　

〈
作
者
〉

  

読
人
し
ら
ず
（
古
今
和
歌
集
）

会
友
～
準
会
友
＝
月
例
課
題

八
段
～
準
六
段
＝
昇
格
・
昇
段
課
題
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（
其
來
尙
矣
。
厥
）用
斯
弘
。
伹
今
古
不
同
。
妍
質
懸
隔
。
既
非
所
習
。
又
亦
略
諸
。
復
有
龍
蛇
雲
露
之
流
。
龜
鶴
花
英
之
類
。
乍
圖
眞
於
率
爾
。

或
寫
瑞
於
當
年
。
巧
渉
丹
靑
。
工
虧
翰
墨
。（
既
）
異
夫
楷
式
。
非
所
詳
焉
。
代
（
傳
羲
之
與
子
敬
筆
勢
論
十
章
）。

書　
　
　

譜

（
其そ

の
來き
た
る
や
尙ひ
さ

し
く
厥そ

の
）
用よ
う
や
斯こ

れ
弘ひ
ろ

し
。
但た

だ
今き
ん

古こ

同お
な

じ
か
ら
ず
、
妍け
ん

質し
つ

懸け
ん

隔か
く

す
。
既す
で
に
習な
ら

う
所と
こ
ろ
に
非あ

ら
ざ
れ
ば
又ま
た

亦ま

た
諸こ
れ

を

略り
ゃ
く

す
。
復ま

た
龍り
ゅ
う

蛇だ

雲う
ん

露ろ

の
流り
ゅ
う

、龜き

鶴か
く

花か

英え
い
の
類る
い

有あ

り
。
乍た
ち
ま

ち
眞し
ん

を
率そ
つ

爾じ

に
圖ず

し
、
或あ
る
い

は
瑞ず
い

を
當と
う

年ね
ん
に
寫う
つ

す
。
巧こ
う

は
丹た
ん

靑せ
い
に
渉わ
た

り
、

工こ
う

は
翰か
ん

墨ぼ
く
に
虧か

く
。
夫か

の
楷か
い

式し
き
に
異こ
と

な
れ
ば
、
詳
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
所と
こ
ろ
に
非あ
ら

ず
。
代よ

に
（
羲ぎ

之し

が
子し

敬け
い
に
與あ
た

え
し
筆ひ
っ

勢せ
い

論ろ
ん

十
章し
ょ
う

を
傳つ
た

う
）。
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漢
字
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
） 『
書
譜
』 

よ
り 「
乍
圖
眞
於
率
爾
」
の
六
字
の
臨
書

�

　

石 

橋 

鯉 

城 

臨

【
用 
具
・
用 

材
】

筆
＝
精
品
蘭
蕊
羊
毫

墨
＝
顕
微
無
間

紙
＝
松
雪

（
習
い
方
は
28
ペ
ー
ジ
）

『
書
譜
』（
唐
六
八
七
）
孫
過
庭
（
六
四
八
～
七
〇
三
） 

　
乍
圖
眞
於
率
爾

　（
乍
た
ち
ま

ち
眞し
ん

を
率そ
つ

爾じ

に
圖ず

す
）

〈
解
　
説
〉

復
有
龍
蛇
雲
露
之
流
、
龜
鶴
花
英
之
類
。
乍
圖
眞

於
率
爾
、
或
寫
瑞
於
當
年
。
巧
渉
丹
靑
。
工
虧
翰

墨
。
異
夫
楷
式
、
非
所
詳
焉
。

　

龍
蛇
雲
露
之
流
、
龜
鶴
花
英
之
類
と
は
、
古
よ

り
伝
説
と
し
て
つ
た
え
ら
れ
て
き
た
字
体
の
こ
と
。

そ
れ
は
、
龍
書
、
蛇
書
、
雲
書
、
垂
露
篆
、
ま
た

亀
書
、
鶴
頭
書
、
花
書
、
英
芝
書
な
ど
の
装
飾
的

要
素
の
強
い
絵
画
的
な
書
体
を
一
括
し
て
言
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
書
体
に
つ
い
て
は
論
じ
る
ま
で

も
な
い
、
と
い
っ
て
い
る
。

　

原
帖
で
は
大
細
の
変
化
は
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
比

較
的
お
と
な
し
く
静
的
な
表
現
の
箇
所
で
あ
る
が
、

筆
の
返
し
、
筆
意
筆
脈
と
腋
を
開
い
て
筆
の
抑
揚

（
抑
え
る
揚
げ
る
）
を
確
か
め
な
が
ら
練
習
し
た

い
。

乍
… 

覚
え
て
使
い
た
い
草
書
。「
作
」
に
も
応
用

で
き
る
。

圖
… 

国
構
は
、
向
い
合
わ
せ
の
２
画
で
囲
む
よ
う

に
。
か
ま
え
の
中
の

は
「
口
」、

は

十
、

は
回
、
と
見
て
書
い
て
み
よ
う
。

眞
… 

原
帖
で
は
こ
の
字
の
下
に
く
る
「
於
」
に
向

か
う
気
脈
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
収
め

る
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

於
… 

「
方
」
を
「
オ
」
の
よ
う
に
書
く
筆
写
体
。

率
… 

横
・
縦
・
中
・
左
・
右
の
順
に
書
く
。

爾
… 

尓
に
同
じ
。
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始　

制　

文　

字　

乃
　
服
　
衣
　
裳

三
體
千
字
文
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【
用 
具
・
用 

材
】

　

筆
＝
蘭
蕊
羊
毫

　

墨
＝
冠
（
七
〇
周
年
記
念
墨
）

　

紙
＝
手
漉
漢
字
用
半
紙

漢
字
半
紙
（
１
級
＝
昇
段
課
題
、
２
級
～
５
級
＝
月
例
課
題
）

『
三
體
千
字
文
』 

よ
り 「
乃
服
衣
裳
」 

の
四
字
の
臨
書
、
ま
た
は
右
ペ
ー
ジ
二
十
四
字
の
臨
書�

石 

橋 

鯉 

城 

臨

（
習
い
方
は
28
ペ
ー
ジ
）

『
三
體
千
字
文
』日
下
部
鳴
鶴（一
八
三
八
～一
九
二
二
）

　

乃
服
衣
裳

〈
読 

み
〉
乃ダ
イ

服フ
ク

衣イ

裳シ
ョ
ウ

〈
大 

意
〉 

衣
裳
で
身
を
包
む
よ
う
に
な
っ
た
。

〈
解 

説
〉

○ 

鳴
鶴
翁
の
三
體
千
字
文
中
の
行
書
を
学
ぶ
。

こ
こ
で
廻
腕
執
筆
法
に
よ
り
、
坐
法
、
姿

勢
、
執
筆
の
「
型
」
を
作
り
た
い
。

○ 

犀
水
先
生
は
廻
腕
執
筆
法
を
大
切
に
し
、

書
道
教
育
の
基
本
と
し
て
生
涯
実
践
さ
れ
た
。

○ 

今
回
の
課
題
は
、
四
字
の
中
で
単
独
の
文

字
構
成「
乃
・
衣
」と
偏
旁「
服
」冠
沓「
裳
」

に
よ
る
が
、
上
の
部
分
を
軽
く
、
下
を
重

く
し
た
作
品
構
成
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

大
切
。

乃
… 

平
仮
名
「
の
」
の
原
字
。
筆
順
は
、
片

仮
名
「
ノ
」
を
先
に
書
く
。
第
二
筆
の 

（ 
 

）
の
次
は
（

）

　
　

起
筆
を
縦
か
ら
入
れ
る
。

服
… 

概
形
は
台
形
。
偏
の
「
肉
づ
き
」
の
胴

を
シ
メ
て
裾
広
に
。
旁
も
す
そ
を
広
く

す
る
。

衣
… 

「
乃
」同
様
に
横
画
と
斜
角
が
大
切
で
類

似
性
あ
り
。
概
形
は
三
角
形
、
左
右
の

釣
り
合
い
を
。

裳
… 

四
字
中
最
も
画
数
が
多
い
が
、「 

 

」

と
「 

 

」
の
組
合
せ

　
　

中
心
を
通
し
て
書
く
と
字
が
立
つ
。
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（
由
是
有
）
少
君
退
譲
之
風
。
無
□
淵
嬌
奢
之
患
。
故
赫
赫
之
望
。
具
瞻
允
集
。
楨
幹
之
期
。
匪
朝
（
伊
暮
）。

高　

貞　

碑

（
是
に
由
り
て
）
少
君
の
退
譲
の
風
（
有
り
）、
□
淵
の
嬌
奢
の
患
無
し
。
故
に
赫
赫
の
望
、
具
瞻
允
ま
こ
と

に
集
ま
る
も
、
楨
幹
の
期
、

朝
に
匪
ず
（
伊こ

れ
暮
）。
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【
用 

具
・
用 
材
】

筆
＝
書
學
院
廻
腕
用
筆
五
号

墨
＝
松
鶴
齋
壽

紙
＝
松
雪

漢
字
半
紙
（
6
級
～
10
級
＝
月
例
課
題
）

『
高
貞
碑
』
を
参
考
に
「
赫
赫
之
望
」
の
四
字
の
臨
書�

 

石 

橋 

鯉 

城 

臨

（
習
い
方
は
29
ペ
ー
ジ
）

『
高
貞
碑
』（
北
魏 

五
二
三
）

　

赫
赫
之
望

〈
読 

み
〉 

赫か
く

赫か
く

の
望ぼ
う（
具つ
ぶ
さに
瞻み

て
允ま
こ
とに
集
ま
る
）

〈
大 

意
〉
盛
ん
な
名
声
（
は
高
貞
の
一
門
に

集
ま
っ
た
。）

〈
学
習
の
目
的
〉

　

北
魏
方
筆
楷
書
の
暢
達
し
た
筆
致
を
学
び
、

我
が
国
の
近
代
書
道
の
形
成
の
歩
み
を
辿
り
、

横
画
の
起
筆
の
パ
リ
ッ
と
入
る
書
き
方
折
刀

頭
を
試
み
る
。

〈
習
い
方
〉

○ 

廻
腕
執
筆
法
で
書
く
の
が
望
ま
し
い
。
方

筆
の
厳
し
さ
を
学
ぶ
に
は
却
っ
て
羊
毛
の

長
鋒
が
よ
い
。

○ 

起
筆
は
折
刀
頭
（
カ
ッ
タ
ー
の
先
を
折
っ

た
と
き
の
刃
先
の
形
）
で
は
鋒
先
を
当
て

て
書
く
。

○ 

な
お
、
収
筆
の
軽
い
抑
え
方
に
も
留
意
し

た
い
。

赫
… 

独
特
な
筆
写
体
。
省
画
に
よ
り
、
字
形

も
美
し
い
。
六
画
目
か
ら
十
画
目
の
表

情
の
違
い
に
注
目
。

之
… 

概
形
は
扁
平
に
つ
く
る
。
転
折
は
止

ま
っ
て
点
を
打
っ
て
か
ら
向
き
を
変
え
る
。

望
… 

こ
れ
も
筆
写
体
。「
亡
」
は
「
亠
」
鍋
蓋

に
片
仮
名
の
「
レ
」。
常
用
漢
字
に
な
く

書
き
慣
れ
な
い
人
が
多
い
。
こ
の
字
で

そ
の
人
の
書
道
歴
が
わ
か
る
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
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か
な
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
）

　

左
の
図
版
よ
り
「
不
ゆ
の
可
も
」
か
ら
「
以
呂
は
可
者
ら
し
」
ま
で
の
四
行
を
、
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
原
寸
以
上
に
体
裁
よ
く
臨
書
し
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
原
寸
に
は
拘
ら
な
く
て
よ
い
。

（
原
寸
）

『
高
野
切
第
一
種
』

不
ゆ
の
可
も
能
末
つ
り
の
う
多　

ふ
ち
は
ら
の
と
し
ゆ
支
の
朝
臣

ち
は
や
不
る
可
无
の
ま
川
利
能
比
免
こ
ま
徒
よ
ろ
（
つ
）
与
不
と
毛
以
呂
は
可
者
ら
し

〈
読 

み
〉 

冬
の
賀
茂
の
祭
の
う
た　

藤
原
敏
行
朝
臣 

ち
は
や
ぶ
る
賀
茂
の
祭
の
姫
小
松
万
代
ふ
と
も
色
は
変
ら
じ

〈
大 

意
〉 

冬
の
賀
茂
の
祭
の
歌　

藤
原
敏
行
朝
臣 

賀
茂
の
神
域
の
か
わ
い
ら
し
い
松
よ
。
万
代
を
過
ぎ
て
も
そ
の
若
々
し
い
緑
の
色
は
変
わ
る
ま
い
ね
。

〈
参 

考
〉  

高
野
切
第
一
種
（
古
今
和
歌
集　

巻
第
二
十　

東
歌
）
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課
題
解
説 （
か
な
半
紙
五
段
〜
準
初
段
）

〈
解　

説
〉

○ 

十
一
世
紀
・
平
安
貴
族
の
満
ち
足
り
た
穏
や
か
な
気
持
ち
が
作
り
出
し
た
気
品
高
い
高
野
切
第
一
種
を
今
月
も
臨
書
し
ま
す
。
ま
ず
課
題
を
よ
く
味
わ
い
観

察
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
拡
大
コ
ピ
ー
の
力
を
借
り
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
か
な
は
曲
線
で
構
成
さ
れ
た
文
字
が
多
く
、
そ
の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
直
線
の
存
在
が
作
品
を
ひ
き
し
め
、
細
線
に
は
筆
先
で
鋭
く
表
現
さ
れ
た
勁
さ
に
気
付
き
ま
す
。
さ
て
臨
書
は
、
真
跡
の
字
形
に
寸
分
の
狂
い

も
な
く
迫
る
事
も
必
要
で
す
が
、
の
び
や
か
な
線
質
、
そ
し
て
生
き
生
き
と
し
た
運
筆
の
リ
ズ
ム
を
受
け
と
め
る
事
が
非
常
に
大
切
で
す
。 

（
八
尋
光
華
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

▲
は
墨
つ
ぎ
の
一
応
の
め
や
す
で
す
。
筆
圧
の
か
け
方
や
墨
の
含
ま
せ
具
合
に
よ
り
変
化
し
ま
す
。
墨
量
は
書
き
進
む
に
つ
れ
少
な
く
な
り
枯
れ
ま
す
。
腕
力
に
た
よ
ら

ず
体
全
体
で
ゆ
っ
く
り
運
筆
し
墨
を
し
ぼ
り
出
す
よ
う
に
し
ま
す
。

自
然
な

方
向
転
換優

雅
な

曲
線

キ
リ
ッ
と

し
た
直
線

力
を
緩
め
ぬ

よ
う
に

角
立
て
ぬ

よ
う
に

徐
々
に

圧
を
か
け
て

ゆ
る
や
か
な

Ｓ
字
カ
ー
ブ

小
さ
く

ふ
く
よ
か
に

筆
先
を

し
ぼっ
た
後

や
わ
ら
か
な

直
線
は

中
太
に

思
い

切
って

長
く筆

を
起
こ
し

し
っ
か
り

あ
た
って

面
を
返
す

圧
を

か
け
て

回
転

体
を

使
って

す
ら
り
と

曲
線
直
線

リ
ズ
ム
よ
く

字
幅
の
広
い
字
と
狭
い
字
の
配
合
で
行
に
変
化 ※

朝　

臣

相
対
す
る
行
は

広
狭
の
ゆ
ず
り
あ
い

「

」
の
第
一
画
を
長
い
線
で

表
現
し
て
か
な
の
流
れ
を
強
調

斜
線
の

角
度
の
差

字
母
を
意
識

大
き
な

回
転

曲
線
が
連
続
す
る
場
合

止
め
る
所
で
一
呼
吸

小
さ
な

回
転

筆
を
立
て
て

お
ろ
す

筆
先
を

あ
げ
て

筆
先
が
立
ち

す
る
ど
い
直
線

紙
面
に
し
っ
か
り

く
い
こ
ん
だ
細
線

（
こ
こ
で

　
一字
脱
落
）

見
事
な
意
連

（
気
持
が
き
れ
な
い
）

圧
を
か
け
て
墨
が
出
た
ら
良
い
で
す
ね

筆
先
を
あ
げ
お
ろ
す
（
上
下
運
動
）

伸
び
や
か
な
細
線

　

※
「
臣
」
の
草
書
は
「

」
で
す
が
、「
臨
」
の
草
書
「

」
か
ら
「
朝
　
臣

」
を
書
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

藤原佐理
国申文帖
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か
な
半
紙 

（
1
級
＝
昇
段
課
題
、
２
級
～
５
級
＝
月
例
課
題
）

　

左
の
『
高
野
切
第
三
種
』
よ
り
「
お
无
ひ
や
る
」
か
ら
「
こ
え
ぬ
よ
曽
那
き
」
ま
で
を
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
体
裁
よ
く
臨
書
し
な
さ
い
。

※
原
寸
に
拘
ら
な
く
て
も
よ
い
。

〈
解 

説
〉

　

今
月
も
高
野
切
第
三
種
の
中
か
ら
和
歌
一
首
を
臨
書
し
ま
す
。

　

原
寸
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
た
と
え
ば
120
％
位
に
拡
大
し
て
書
き
ま
す
と
半
紙
に
体
裁
よ
く
お
さ
ま
り
ま

す
し
、
拡
大
し
て
書
く
こ
と
に
よ
り
深
い
線
、
太
細
の
変
化
の
表
現
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

　

原
本
の
も
つ
表
情

4

4

を
尊
重
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

　

※ 

古
今
和
歌
集
で
は
「
ゆ
め
に
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
原
本
の
通
り
「
ゆ
め
の
」
と
書
い
て

提
出
し
て
下
さ
い
。

 

（
甲
谷
景
子
）

〈
読 

み
〉

思
ひ
や
る
越
の
白
嶺
の
し
ら
ね
ど
も

ひ
と
夜
も
夢
の
こ
え
ぬ
夜
ぞ
な
き

〈
大 

意
〉

想
像
す
る
だ
け
の
越
の
国
の
白
山
。
私
は
知
ら

な
い
け
れ
ど
、
あ
な
た
に
会
う
た
め
に
一
夜

だ
っ
て
夢
の
中
で
越
え
な
い
こ
と
は
な
い
の
で

す
。

お
无
ひ
や
る
こ
し
能
し
ら
ね
の
し
ら
ね
と
も
悲
と
よ
毛
ゆ
め
の
こ
え
ぬ
よ
曽
那
き 

『
高
野
切
第
三
種
』

（
原
寸
）
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課
題
解
説 （
か
な
半
紙
１
級
〜
５
級
）  

 
 

 
 

 

　
　
　

ポ
イ
ン
ト

◎ 

墨
量
の
変
化
に
気
を
つ
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

 

書
き
出
し
は
墨
を
つ
け
筆
を
沈
ま
せ
落
ち
着
い
た
線
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
書
き
進
む
に
つ
れ
て
運
筆
の
速
度
が

増
し
線
は
明
る
く
軽
快
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

◎ 

「
し
ら
ね
」
は
二
箇
所
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
表

情
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
見
比
べ
て
、
忠
実
に

再
現
し
て
下
さ
い
。

◎ 

書
き
込
ん
で
、
自
分
の
呼
吸
で
も
書
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
線
が
み
ず
み
ず
し
く
、
ピ
リ
ッ
と
張
り
が
出
て
き
ま

す
。
生
き
生
き
と
し
た
作
品
に
し
あ
げ
て
下
さ
い
。

【
用
具
・
用
材
】　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　
　
　
　
　
　
　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　
　
　
　
　
　
　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

〈
参
考
臨
書
〉 

甲
谷
景
子
臨

弾
み
を

つ
け
て

特
殊
な

省
略
を

し
て
い
る

墨
つ
ぎ
を
し
ま
す
が

隣
の
「
お
も
ひ
」

よ
り
は
墨
量
を

少
し
控
え
め
に
。

筆
を
沈
め
て

毛�

悲�

少
し
ず
つ
墨
を
お
と
し
て
い
く

少
し
ず
つ
墨
を
お
と
し
て
い
く
（
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
・
渇
筆
の
中
に
太
細
の
変
化
を
出
す
）

小
さ
め
に

重
ね
て
書
い
て

穴
を
つ
ぶ
す

一
線
一
線
丁
寧
に

の
び
や
か
に

の
び
や
か
に
、

軽
く
引
き

抜
く

フ
と
○
を

続
け
る

よ
う
な
形

気
脈

あ
た
って
か
ら

一気
に
筆
を

お
ろ
し
て

引
き
抜
く

細
く
て
も

中
太
に

能�

那�

墨
を

し
ぼ
り
だ
し
て

強
い
線
に

墨
を
お
と
し
て
い
く

中
太
に

気
脈

最
後
の一筆
。
お
も
し
ろ
い
形
。

こ
の
よ
う
に
横
に
太
く

書
く
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

① 中
の「
あ
き
」も

し
っ
か
り
み
せ
る

②
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〈
出 

典
〉 

本
会
通
信
教
育
教
材
よ
り

〈
読 

み
〉

　

ゐ
の
お
く
や
ま　

け
ふ
こ
え
て
あ

　

さ
き
ゆ
め
み
し　

ゑ
ひ
も
せ
ず

〈
解 

説
〉

　

今
回
も
変
体
が
な
の
学
習
で
す
。

　

前
号
・
今
号
の
二
号
に
渡
っ
て
、
一
音
に

つ
き
一
字
の
変
体
が
な
を
挙
げ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
変
体
が
な
が
あ

り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、

各
自
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
変
体
が
な
を
学
ぶ
時
に
は
、
そ
の

元
に
な
っ
て
い
る
漢
字
・
字
母
を
覚
え
て
お

き
ま
す
。
変
体
が
な
は
表
現
の
幅
が
広
く
、

姿
・
形
が
様
々
に
変
化
し
ま
す
。
変
体
が
な

の
本
来
の
姿
を
考
え
ず
に
見
え
て
い
る
形
ば

か
り
を
倣
う
こ
と
は
、
不
正
確
な
変
体
が
な

を
書
い
て
誤
字
を
生
む
原
因
に
な
り
ま
す
。

字
典
を
引
い
て
字
母
を
確
認
し
、
そ
れ
が
簡

略
化
さ
れ
る
過
程
を
辿
る
一
手
間
を
挿
め
ば
、

自
ず
と
誤
字
は
な
く
な
り
ま
す
。

　

字
母
を
意
識
し
、「
正
し
い
変
体
が
な
を

書
く
」
こ
と
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

 

（
川
島
史
子
）

か
な
半
紙 （
６
級
～
10
級
＝
月
例
課
題
）　　
　

　

井　

能　

於　

久　

耶　

万　

介　

布　

許　

要　

弖　

阿

　

佐　

支　

遊　

免　

三　

志　

恵　

非　

裳　

世　

須

【
用
具
・
用
材
】　

 
筆
＝
か
な
細
字
用
筆

 
墨
＝
か
な
用
和
墨 

 

紙
＝
か
な
用
半
紙

（
習
い
方
は
29
ペ
ー
ジ
）
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〈
出 

典
〉「
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
の
靴
」

〈
著 

者
〉
須
賀
敦
子 

 

（
一
九
二
九
〜
一
九
九
八
）

○ 

作
品
の
構
成
と
し
て
六
行
形
式
に

よ
る
三
行
二
分
割
の
作
品
。

○ 

内
容
素
材
が
「
靴
」
ゆ
え
に
両
脚

を
「
竝
い
わ
ゆ
る
並
行
」
の
女
性

用
の
ブ
ー
ツ
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
た
。

○ 

前
半
は
柔
ら
か
い
表
情
を
考
え
る
。

冒
頭
の
片
仮
名
「
キ
ッ
チ
リ
」
に

含
墨
、
二
つ
の
漢
字
を
大
き
く
し
、

と
く
に
作
品
の
ポ
イ
ン
ト
「
靴
」

を
強
調
す
る
。

○ 

後
半
は
前
半
と
比
較
し
て
重
め
に

し
て
作
品
の
効
果
を
高
め
た
い
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
超
長
鋒
羊
毫
細
筆

　

墨
＝
写
経
用
墨

　

紙
＝
手
漉
半
紙

新
和
様
半
紙
　
専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
試
験
）　　
参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

（
習
い
方
は
29
ペ
ー
ジ
）

石 

橋 

鯉 

城 

書

キ
ッ
チ
リ
と
足
に
合
っ
た
靴
さ
え
あ
れ
ば
自
分
は
何
處
ま
で
も
歩
い
て
行
け
る
筈
だ
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新
和
様
半
紙  （
1
級
＝
昇
段
課
題
、
２
級
～
10
級
＝
月
例
課
題
）　

参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

紅
梅
に
ま
じ
り
て
竹
と
柳
か
な 

〈
作 

者
〉
永
井
荷
風
（
一
八
七
九
〜
一
九
五
九
）

石 

橋 

鯉 

城 

書

〈
大 

意
〉

　

紅
梅
に
紛
れ
て
竹
と
柳
が
芽
吹
こ
う

と
し
て
い
る
。

書
く
に
当
た
っ
て

　

字
数
も
少
な
く
、
半
紙
の
全
面
を

使
っ
て
書
く
の
で
、
普
段
千
字
文
の
行

書
を
書
い
て
い
る
と
き
の
筆
を
使
っ
て

書
く
と
よ
い
。

　
「

」
は
筆
写
体
、
竹
も

「

」
と
筆
写
体
で
書
く
こ
と
も

で
き
る
。

　

漢
字
の
書
体
は
普
段
書
く
行
書
で
書

き
た
い
。
半
紙
を
下
敷
き
の
上
に
置
き
、

上
部
を
手
に
持
っ
て
短
冊
や
巻
紙
に
書

く
よ
う
な
姿
で
書
く
と
筆
圧
も
ウ
マ
ク

行
く
。
腋
も
開
き
、
鋒
先
も
充
分
活
躍

す
る
。

（
習
い
方
は
29
ペ
ー
ジ
）
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石 橋 鯉 城 書

〈
解 

説
〉

○ 

含
墨
は「
松
」「
日
」「
ぬ
」の
三
箇
所
あ
た
り
が
良
い
。

○ 

漢
字
は
概
ね
大
き
め
に
す
る
が
、
特
に
「
聞
」「
覺
」

を
。
平
仮
名
は
小
さ
め
に
す
る
が
、
二
行
目
の「
ぬ
」

は
や
や
大
き
め
に
し
て 

漢
字
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
た
い
。

○ 

構
成
美
と
し
て
、
一
・
二
行
目
と
も
行
間
を
空
け
て

真
っ
直
ぐ
に
表
現
す
る
。「
松
風
の
」「
く
る
な
り
」

「
す
こ
し
」「
朝
は
」
の
下
に
間
合
い
や
余
白
を
考
え

る
こ
と
。

○ 

作
品
の
効
果
と
し
て
、
潤
筆
と
渇
筆
の
使
い
方
が
優

劣
の
高
さ
を
決
定
す
る
と
言
わ
れ
る
。

○ 

墨
色
と
し
て
、
濃
墨
は
一
般
的
だ
が
や
や
淡
い
墨
色

も
面
白
い
。

○ 

落
款
の
位
置
と
落
款
印
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
。

○ 

季
節
感
と
作
品
の
品
質
を
確
保
す
る
上
で
「
文
字
を

小
さ
く
す
る
こ
と
」
も
留
意
し
た
い
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
羊
毫
中
鋒

　

墨
＝
油
煙
和
墨

　

紙
＝
和
・
中
国
画
仙
紙
 

新
和
様
条
幅
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
）　
参
考
手
本�

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て 

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

　

松
風
の
聞
え
く
る
な
り
日
の
さ
し
て
す
こ
し
ぬ
く
も
り
覺
ゆ
る
朝
は　
　
〈
作 

者
〉
岡　

麓 

『
現
代
歌
集
』
筑
摩
書
房

　
　
　
〈
読 

み
〉
松
風
の
き
こ
え
く
る
な
り
日
の
さ
し
て
す
こ
し
ぬ
く
も
り
お
ぼ
ゆ
る
朝
は

　
　
　
〈
大 

意
〉
松
風
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
の
だ
。
冬
の
寒
い
陽
射
し
が
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
朝
に
は
。

※  

新
和
様
条
幅
は
新
和
様
半
紙
の
有
段
者
の
み
出
品
で
き
ま
す
が
、
条
幅
初
出
品
の
場
合
は
、
準
初
段
か
ら
の
出
品
と
な
り
ま
す
。 

・
文
字
の
広
狭
・
大
小
と
流
れ
に
留
意

・
字
間
行
間
の
位
置

落
款
と
印
の
位
置
を
参
照

含
墨

大

大

余
白印
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（
知
微
知
）
章
。
可
久
可
大
。
為
而
不
宰
。
合
天
衟
於
無
言
。
遂
通
顕
至
仁
於
蔵
用
。
祖
述
先
聖
。
憲
章
往
哲
。
夫
（
其
衟
也
）。

孔
子
廟
堂
之
碑

（
微び

を
知
り
）
章
を
（
知
り
）、
久
し
か
る
可べ

し
。
大
な
る
可
し
。
為な

し
て
宰さ
い

た
ら
ず
、
天
道
を
無む

言ご
ん

に
合
す
。

遂つ
い

に
通
じ
、
至し

仁じ
ん

を
蔵ぞ
う

用よ
う

に
顕あ
ら

わ
す
。
先
聖
を
祖そ

述
じ
ゅ
つ

し
、
往お
う

哲て
つ

を
憲
章
す
。　

夫そ

れ
（
其そ

の
道
な
る
や
）

　

虞
世
南
（
五
五
八
〜
六
三
八
）

　

太
宗
帝
の
下
で
の
初
唐
の

三
大
家
の
一
人

　

孔
子
廟
堂
碑
は
武
徳
九

年
、
虞
世
南
が
太
宗
の
命
を

奉
じ
て
聖
廟
の
重
修
の
由
来

を
選
文
し
、
ま
た
自
ら
書
い

た
も
の
で
、
彼
の
六
十
九
歳

の
書
で
あ
る
。
現
存
す
る
彼

の
楷
書
碑
と
し
て
唯
一
の
も
の

で
あ
る
。

　

孔
子
廟
堂
碑
の
書
は
結
構

を
向
勢
に
作
り
、
穏
雅
な
姿

態
を
示
し
、
用
筆
も
悠
揚
迫

ら
ず
、
右
払
い
を
思
い
き
っ

て
暢
達
に
作
り
、
う
ち
に
力

を
含
ん
で
温
健
、
沈
着
悠

遠
、
品
位
の
高
さ
は
唐
朝
第

一
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
よ
く

整
っ
た
結
構
で
力
が
う
ち
に

働
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
窮
屈
さ
も
感
ぜ
ず
、
潤
い

が
あ
り
、
単
調
で
な
く
、
玉

の
肌
の
感
じ
が
す
る
も
の
で

あ
る
。
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漢
字
条
幅  

専
門
部  （
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
） 　
『
孔
子
廟
堂
碑
』
よ
り
「
顯
至
」
か
ら
「
往
哲
」
ま
で
を
臨
書
し
な
さ
い
。 

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

林 田 香 濤 臨

漢
字
条
幅 （
１
級
＝
昇
段
課
題
、
２
級
～
10
級
＝
月
例
課
題
） 　

参
考
手
本 

　
　
　
　

 

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

小 久 保 嶺 石 書

　

孤
雲
獨
去
閑

　
　
　
〈
読 

み
〉
孤こ

雲う
ん

独ひ
と

り
去さ

っ
て
閑か

ん

な
り　
　
〈
作 

者
〉
李
白
（
七
〇
一
〜
七
六
二
）

　
　
　
〈
大 

意
〉
ぽ
つ
ん
と
浮
か
ん
で
い
た
ち
ぎ
れ
雲
も
（
ど
こ
か
へ
）
流
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

顯
至
仁
於
蔵
用
。
祖
述
先
聖
。
憲
章
往
哲
。

　
　
　
〈
読 

み
〉
至
人
を
蔵
用
に
顯
わ
す
。
先
聖
を
祖
述
し
、
往
哲
を
憲
章
す
。　
　
〈
作
者
〉
唐
・
虞
世
南
（
五
五
八
〜
六
三
八
）

　
　
　
〈
大 

意
〉
（
孔
子
は
）
ひ
か
え
め
な
仁
愛
を
あ
ら
わ
し
た
。
ま
た
む
か
し
の
聖
人
の
道
を
祖
述
し
、
賢
哲
の
道
を
憲
章
し
た
。

（
解
説
は
30
ペ
ー
ジ
）

（
解
説
は
30
ペ
ー
ジ
）
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か
な
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
）　
参
考
手
本�　

※
変
体
が
な
の
使
用
、�

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由 

　
（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

　

君
か
多
免
八
る
の
野
尓
い
て
ゝ
わ
可
菜
つ
无　

わ
可
衣
手
二
ゆ
幾
は
降
り
徒
ゝ

　
　
　
〈
読 

み
〉 

君
が
た
め
春
の
野
に
出
で
て
若
菜
つ
む　

わ
が
衣
手
に
雪
は
降
り
つ
つ　

百
人
一
首　

光こ
う

孝か
う

天
皇　

古
今
集　

巻
一
春
歌
上　

仁
和
の
み
か
ど
親み

王こ

に
お
ま
し
け
る
時
、
人
に
若
菜
ま
け
る

御
歌
と
し
る
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
〈
出 
典
〉「
百
人
一
首
15
」
光
孝
天
皇

　
　
　
〈
大 

意
〉
あ
な
た
に
さ
し
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
、
早
春
の
野
に
出
て
若
菜
を
つ
ん
で
い
る
こ
の
わ
た
し
の
袖
に
、
絶
え
ま
も
な
く
雪
が
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
こ
と
で
す
。

 中 村 清 徳 書

か
な
条
幅 （
１
級
＝
昇
段
課
題
、
２
級
～
10
級
＝
月
例
課
題
）　

参
考
手
本�　

※
変
体
が
な
の
使
用
、�

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由 

（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

　

あ
た
ゝ
か
那
雨
香
婦
る
な
り
可
れ
葎

　
　
　
〈
読 

み
〉
あ
た
た
か
な
雨
が
降
る
な
り
枯
葎む
ぐ
ら　
　
〈
出 

典
〉
正
岡
子
規
（
一
八
六
七
〜
一
九
〇
二
）

　
　
　
〈
大 

意
〉 

生
い
茂
っ
た
ま
ま
枯
れ
て
い
る
蔓
草
の
藪
は
枯
れ
た
ま
ま
だ
が
、
降
り
注
ぐ
雨
は
早
春
の
暖
か
さ
で
心
を
な
ご
ま
せ
る
こ
と
だ

内 堀 信 嶺 書

（
解
説
は
30
ペ
ー
ジ
）

（
解
説
は
30
ペ
ー
ジ
）
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実
用
書 

（
随
意
課
題
）

　

戦
前
知
識
人
の
書
簡
文
か
ら
文
体
と
書
風
を
学
ぶ

　
　

第
二
回　

原
田
譲
二
の
手
紙
②

字
書
を
活
用
す
る
等

し
て
、
ま
ず
文
章
を

読
ん
で
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

○ 

上
記
書
簡
文
を
必
ず
小

筆
で
清
書
し
、
文
字
の

大
小
の
具
合
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

○ 

出
品
用
紙
は
、
下
側
に

示
し
た
清
書
用
紙
で

も
、 
こ
れ
を
コ
ピ
ー
し

て
書
い
て
も
結
構
で
す
。 

こ
こ
で
は
洋
紙
に
書
く

こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

教 室名

氏　 名

月 別
出 品 券
を 貼 る

↓バーコード出品券はこの下に貼ってください
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釈 

文  

②

宅
は
幸
に
大
し
た
こ
と
な
く
一
同

元
氣
で
を
り
ま
す
か
ら
御
安
心

を
願
ひ
ま
す
特
に（
尓
）

災
後
の
衞

生
に
御
注
意
あ
そ
ば
さ
れ

皆
樣
い
よ
い
よ
御
健
祥
の
ほ

ど
祈
り
上
げ
ま
す
　
　
　
敬
具

昭
和
九
年
九
月

　
兵
庫
縣
蘆
屋
伊
勢

　
講
田
五
五
八

　
　
　
　
原
田
譲
二

〈
部
首
の
草
書
形
〉

冠
の
部

脚
の
部

　

落

　

節

　

桑

　

寥

　

譽

　

策

　

榮

　

櫻

　

留

　

懼

　

學

　

興

　

業

　

嚴

　

巢

　

選

　

響

　

些

　

楚
工

左
土

基

　

登冬羲

　

風

　

論

　

共

　

火
　

契

　

賢

　
　〝
平
凡
社

　
　
　
　
手
紙
講
座
よ
り
〟
書
簡
文
の
書
き
方
例

― 

風
水
害
の
見
舞
状
に
対
す
る
お
礼
文 

―

　

作
文
…
原
田
譲
二

　

揮
毫
…
岩
田
鶴
皐

　

戦
前
の
教
養
人
達
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
往
復
書
簡
の
多
く
は
、
巻

紙
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
此
処
に
見
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
に

な
っ
て
い
る
。
今
か
ら
八
十
六
年
前
の
手
紙
に
見
る
表
現
力
の
違
い

に
驚
く
が
、
書
道
の
道
に
在
る
者
は
少
し
ず
つ
見
慣
れ
読
み
慣
れ
て

お
き
た
い
の
で
、
暫
く
例
文
を
見
乍
ら
読
み
、
且
つ
書
き
乍
ら
親
し

ん
で
い
く
こ
と
と
す
る
。

実
用
書　

課
題
解
説
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123456

（
旣
見
）

是
已
。
皆
大
歡
喜
。
得
未
曾
有
。
卽
時
諸
天
。
於
虛

空
中
。
高
聲
唱
言
。
過
此
無
量
無
邊
。
百
千
萬
億
。

阿
僧
祇
世
界
。
有
國
名
娑
婆
。
是
中
有
佛
。
名
釋

迦
牟
尼
。
今
為
諸
菩
薩
摩
訶
薩
。
說
大
乘
經
。
名

妙
法
蓮
華
。
敎
菩
薩
法
。
佛
所
護
念
。
汝
等
當
深

心
隨
喜
。
亦
當
礼
拜
供
養
。
釋
迦
牟
尼
佛
。
彼
諸

（
既
に
）こ
れ
を（
見
）已
り
て
、
皆
大
い
に
歓
喜
し
て
未み

曾ぞ

有う

な
る
こ
と
を
得
た
り
。
即そ
の

時と
き

、
諸
の
天
は

虚
空
の
中
に
お
い
て
高
こ
え
た

声か
ら
かに

唱
え
て
言
わ
く
「
こ
の
無
量
無
辺
百
千
万
億

阿
僧
祇
の
世
界
を
過
ぎ
て
国
有
り
、
娑し
ゃ

婆ば

と
名
づ
く
。
こ
の
中
に
仏
有い
ま

し
、
釈

迦
牟
尼
と
名
づ
け
た
て
ま
つ
る
。
今
、
諸
の
菩
薩
・
摩
訶
薩
の
た
め
に
、
大
乗
経
の
、

妙
法
蓮
華
・
菩
薩
を
教
ゆ
る
法
・
仏
に
護
念
せ
ら
る
も
の
と
名
づ
く
る
を
説
き
た
も
う
。
汝
等
よ
、
当
に
深じ
ん

心し
ん

に
随ず
い

喜き

す
べ
し
。
亦
、
当
に
釈
迦
牟
尼
仏
を
礼
拝
し
供
養
す
べ
し
」
と
。
彼
の
諸
の

　

此
の
度た
び

習
う
箇
所
に
は
、
９

行
目
の「
華
香
」「
諸
嚴
身
之
具
」

の
七
字
に
表
装
時
に
生
じ
る
皺

が
あ
る
。
そ
の
分
、
こ
れ
ら
の

字
は
そ
れ
〴
〵
細
身
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
事
を
顧
慮
し
て
書

か
れ
た
い
。
渡
来
時
に
は
、
何

巻
も
の
巻
子
仕
立
て
だ
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
気
付
か
れ
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

唯
こ
の
一
箇
所
だ
け
に
一
種

の
不
具
合
と
い
う
か
皺
が
文
字

に
か
か
っ
て
、
読
み
に
く
ゝ
な

っ
て
い
る
の
は
残
念
で
は
あ

る
。
こ
れ
だ
け
の
長
文
を
正
確

に
細
字
楷
書
で
書
き
上
げ
た
筆

者
の
力
量
に
も
驚
か
さ
れ
る
。

人
間
の
力
の
限
界
に
挑
戦
す
る

か
の
よ
う
な
集
中
力
と
信
仰
の

力
が
相
俟
っ
て
の
仕
業
に
違
い

な
い
。
こ
の
細
字
法
華
経
浄
書

伝
来
と
い
う
一
大
事
業
に
関
わ

っ
た
方
々
の
心
情
が
伝
わ
っ
て

来
る
。

〈
解
　
説
〉

石 

橋 

鯉 

城

（2-4） （1-15） （1-11） （1-5）

（2-6） （1-16） （1-12） （1-6）

　下の 「法華経」 （見開き12 行） か、 次頁「般若心経」 一巻のどちらかを選んで清書し出品してください。

是已皆大歡喜〜通逹無礙如一の百九十二字を清書して出品。
國寶　法隆寺伝来細字法華經（擴大率二倍）

不二細字研究室 （会友・写経会友・準会友＝月例課題、八段〜１級＝昇格・昇段課題）
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全
文
音
読
し
て
和
漢
混
淆
文
の
響
き
の
美
し
さ
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

図
版
中
文
字
で
、
判
然
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
経
典
の
「
釈
文
」
中
の
同
字
の
書
き
方
に
倣な
ら
っ
て
書
き
ま
す
。 

清
書
の
氏
名
の
後
に 「
謹
寫
」 

ま
た
は 「
敬
寫
」 
の
二
字
を
書
き
添
え
ま
す
。

789101112

衆
生
。
聞
虛
空
中
聲
已
。
合
掌
向
娑
婆
世
界
。
作

如
是
言
。
南
無
釋
迦
牟
尼
佛
。
南
無
釋
迦
牟
尼

佛
。
以
種
種
華
香
。
瓔
珞
幡
蓋
。
乁
諸
嚴
身
之
具
。

珍
寶
妙
物
。
皆
共
遙
散
。
娑
婆
世
界
。
所
散
諸
物
。

從
十
方
來
。
譬
如
雲
集
。
變
成
寶
帳
。
遍
覆
此
間
。

諸
佛
之
上
。
于
時
十
方
世
界
。
通
逹
無
礙
。
如
一

（
佛
土
）

衆
生
は
、
虚
空
の
中
の
声
を
聞
き
已
り
て
合
掌
し
、
娑
婆
世
界
に
向
い
て
、

か
く
の
如
き
言
を
作
す
「
南な

無む

釈し
ゃ

迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ

、
南な

無む

釈し
ゃ

迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ

」
と
。

種
種
の
華
・
香
・
瓔
珞
・
幡
・
蓋
及
び
諸
の
厳み
の

身か
ざ
りの
具
・

珍
宝
・
妙た
え

な
る
物
を
も
っ
て
、
皆
共
に
遙
か
に
娑
婆
世
界
に
散
ず
。
散
ず
る
所
の
諸
の
物
は
、

十
方
よ
り
来
る
こ
と
、
譬
え
ば
雲
の
集
る
が
如
し
。
変
じ
て
宝た
か
らの
帳と
ば
りと
成
り
て
遍
く
此こ

間こ

の

諸
仏
の
上み
う
えに

覆
う
。
于と
き

時に

、
十
方
世
界
は
通
達
無
礙
な
る
こ
と
、
一
（
仏
土
の
）
如
し
。

（12-14） （11-10） （11-5） （9-15） （9-13） （9-11）

（11-12） （11-7） （9-16） （9-14） （9-12）

　下の 「法華経」 （見開き12 行） か、 次頁「般若心経」 一巻のどちらかを選んで清書し出品してください。
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（石橋鯉城）

課 　題 　解 　説
漢字半紙　五段〜準初段 （書譜）

今月の出品期間
３月10 日（水）〜３月18 日（木）必着

漢字半紙　1級〜5 級 （三體千字文）

（石橋鯉城）

▼
規
定
…
左
の
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。 （
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
４
セ
ン
チ
角
以
内
） 

〈
読
み
〉
福ふ
く

寿じ
ゅ

杯は
い

〈 

大
意
〉 

幸
福
と
長
命
と
を
祝
う
さ
か
づ
き

▼
随
意
… 

好
き
な
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。（
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
4
セ
ン
チ
角
以
内
） 

○ 

作
品
は 「
半
紙
横
1  」 

を
縦
長
に
し
て
体
裁
よ
く
押
印
し
、 

印
影
を
提
出
。 

○
巻
末
の
出
品
要
項
を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

福
寿
杯

〈
読
み
〉 

カ
イ
、
か
に

〈
意
味
〉 

節
足
動
物
の
一
種
。

〈
お
す
す
め
の
用
具
・
用
材
〉

萬
象 

50
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
・
段
級
を

鉛
筆
で
記
入
の
こ
と
。

▼
規
定
…
左
の
語
を
創
作
し
な
さ
い
。（
書
体
自
由
） 

▼
随
意
…
左
の
語
を
創
作
し
な
さ
い
。（
書
体
自
由
） 

仮
名
の
成
り
立
ち
「
之
」
を
考
え
て
創
作
す
る
こ
と
。

〈
お
す
す
め
の
用
具
・
用
材
〉

一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

特
選
一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
を
鉛
筆
で

記
入
の
こ
と
。

し
←月別出品券

←バーコード

←―― 　35cm  ――→

←
―　

34 

cm　

―
→

蟹
←月別出品券

←バーコード

←―   53cm  ―→

←
―
―　

 

58 

cm　

 

―
―
→

不
二
篆
刻
研
究
室

一 

字 

書

○ 

バ
ー
コ
ー
ド
は
、 

段
級
欄
に 

「
一
字
書
規
定
○
段 

（
級
）」
ま
た
は
「
一
字
書
随
意
」 

と

書
い
て
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。 （
規
定
の
方
は
段
級
を
忘
れ
ず
に
） 

○
落
款
は
印
の
み
か
一
字
に
雅
印
ぐ
ら
い
で
。 

○
巻
末
の 「
競
書
出
品
要
項
」 

を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

1

1

1

２

２

２
３

４

６
３

５

書　譜

く
に
が
ま
え

広
く

流
れ
よ
く

細
く

強
め
に

横
画

起
筆
は
軽
く

細
く
絞
り
筆
を

離
さ
ず
右
手
移
行
円
曲
で
筆
圧
を
掛
け

強
く

払
う

行
書
ら
し
く

軽
快
な
リ
ズ
ム
で
表
現

や
や

長
く

強
く

払
う

や
や
太
め
に

細
細
め

上
は
広
く

反
り

細
め 太

め

下
の
部
分
は

「
衣
服
」
の

衣
字
に

合
わ
せ
る
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漢字半紙　６級～10 級 （高貞碑）

新和様半紙　五段～準初段

かな半紙　６級～10 級

新和様半紙　1級～10 級

（石橋鯉城）

（石橋鯉城）（石橋鯉城）

（川島史子）

印は折刀頭

〈
独
特
な
筆
写
体
〉

転
折
は
点
を
打
っ
て
か
ら

向
き
を
変
え
る

六
画
目
～
十
画
目
の
表
情
の
違
い
を
出
す

筆
順
に
注
意〈

筆
写
体
〉

「
王
」を

右
に

寄
せ
る

中
心

概
形
は
扁
平
に

つ
め
る

三
折
法

入
筆
の

角
度
に
注
意

ゐ（
井
）　　
　
　

の（
能
）　　
　
　

お（
於
）　　
　
　

く（
久
）　　
　

や（
耶
）　　
　

ま（
万
）

け（
介
）　　
　
　

ふ（
布
）　　
　
　

こ（
許
）　　
　
　

え（
要
）　　
　

て（
弖
）　　
　

あ（
阿
）

さ（
佐
）　　
　
　

き（
支
）　　
　
　

ゆ（
遊
）　　
　
　

め（
免
）　　
　

み（
三
）　　
　

し（
志
）

ゑ（
恵
）　　
　
　

ひ（
非
）　　
　
　

も（
裳
）　　
　
　

せ（
世
）　　
　

す（
須
）

リ
ズ
ム

よ
く

線
の
様
子

　

 

を
変
え
る

中
太

平
た
く

結
ぶ

中
太

受
け
て

 

入
る

受
け
て

入
るリ

ズ
ム
よ
く

三
角
に

結
ぶ

一字
分

あ
け
る

大
き
く強

く 含
墨

を
強
調

◎
前
半
は
柔
ら
か
に
表
現

余　

白

長
靴

　

ブ
ー
ツ
の
イ
メ
ー
ジ

　

行
末

後
半
よ
り

　

や
や
高
め
る

「
筈
だ
」
足
元
を

　
　

直
線
で
締
め
る

◎
後
半
は

　

墨
量
重
め
に
表
現
し
て

　
　
　

作
品
効
果
を
高
め
る

加
墨

（
筆
写
体
）

重
め
に

二
行
目
は
渇
筆
で
軽
め
に

含
墨

一・
二
行
は
集
合
体
と
し
て

か「

」に
阜
偏

「

」が
つい
た
形

1

1
1

1

２

２

２

２

３

３
３

３

４

４

４

５

５

６

６

７

７

８

８

９

９

10

10

①
②

③
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漢
字
条
幅　

五
段
～
準
初
段

（
林
田
香
濤
）

「
孔こ

う

子し

廟び
ょ
う

堂ど
う

碑ひ

」
の
臨
書　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ　

Ⅲ

　

初
唐
三
大
家
の
一
人
、
虞
世
南
に
よ
る
も
の
で
、

楷
書
の
基
本
古
典
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
温
雅
品
格
の
書
風
は
な
か
な
か
手
に
入
れ

難
い
。

　

優
し
く
、
温
か
い
風
趣
を
意
識
し
な
が
ら
、
楷

書
の
基
礎
的
な
表
現
力
を
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。

○
起
筆
・
転
折
は
力
ま
な
い
で
書
こ
う
。

○
字
形
は
「
向
勢
」
を
意
識
し
て
ふ
ん
わ
り
と
。

○ 

文
字
の
大
き
さ
を
揃
え
・
中
心
・
字
間
に
注
意

し
よ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
筆　
　

墨
＝
和
墨
・
油
煙
墨

紙
＝
中
国
画
仙
紙

漢
字
条
幅　

１
級
～
10
級

（
小
久
保
嶺
石
）

○ 

五
文
字
作
品
と
し
て
の
体
裁
を
考
え
、
構
成
の

上
で
文
字
の
字
形
・
墨
色
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に

留
意
す
る
。

○ 

東
晋
王
羲
之
や
犀
水
千
字
文
な
ど
を
参
考
に
す
る
。

孤
… 

子
偏
に
は
含
墨
し
て
肉
太
く
す
る
。
旁
は
広
め

に
太
細
の
線
を
用
い
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
運
筆
し
た
い
。

雲
… 

雨
冠
を
浮
き
雲
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
広
く
軽
め
に
表

現
し
た
い
。
た
だ
し
間
隔
と
方
向
に
留
意
す
る
。

獨
… 

作
品
の
中
央
に
あ
っ
て
要
と
考
え
る
重
要
文
字
。

画
数
も
あ
り
強
く
呼
吸
を
整
え
て
表
現
し
た
い
。

去
… 

上
の
「
獨
」
を
カ
バ
ー
す
る
意
味
合
い
か
ら
、

小
さ
く
添
え
て
「
作
品
効
果
」
を
図
る
。

閑
… 

作
品
の
ラ
ス
ト
を
支
え
る
た
め
に
、
門
構
え
を

大
き
く
示
し
て
作
品
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
み
る
。

○ 

落
款
の
位
置
と
落
款
印
に
留
意
し
な
が
ら
、
作

品
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
仕
上
げ
た
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
唐
筆
・
羊
毫
筆　
　

墨
＝
和
墨
・
油
煙
墨

紙
＝
中
国
画
仙
紙

か
な
条
幅　

五
段
～
準
初
段

 （
中
村
清
徳
） 

か
な
条
幅　

１
級
～
10
級 

（
内
堀
信
嶺
）

○ 

行
の
振
幅
（
文
字
の
左
右
へ
の
広
が
り
）
の
変

化
は
、
左
側
が
激
し
く
、
右
側
は
お
だ
や
か
に
。

○ 

「
か
」
が
三
回
み
え
る
が
、
で
き
る
だ
け
変
化

を
つ
け
て
ま
と
め
た
い
。

○ 

墨
色
・
墨
量
に
注
意
し
た
い
。

○ 

「
葎
」
は
五
體
字
類
に
は
な
い
の
で
、「
草
冠
」

と
「
律
」
の
組
み
合
わ
せ
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
か
な
条
幅
用
筆　
　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
か
な
画
仙
紙

　

本
年
は
皆
さ
ん
の
一
番
身
近
に
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
、
小
倉
百
人
一
首
よ
り
選
歌
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
一
・
二
行
目
二
字
目
に
「
か
」

が
入
っ
て
き
ま
し
た
の
で
ど
の
様
に
「
バ
ラ
ン
ス
」

す
る
、
の
構
成
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
一
行
目
入
墨

に
単
々
と
ス
ッ
キ
リ
と
筆
を
進
め
、
二
行
目
は
渇

筆
大
き
く
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
連
綿
線
・

タ
テ
画
を
し
っ
か
り
と
！　

結
句
で
ゆ
っ
く
り
と

筆
を
し
ず
め
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
か
な
用
兼
毫
筆　
　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
和
画
箋

入
墨
蔵
鋒
で
入
るタ

テ
画
す
っ
き
り
と

伸
び
〳
〵
と
運
筆

草
書
で

行
書

草
書
で「
り
」へつ
な
ぐ
一行
目
を

か
こ
い
こ
む
よ
う
に

引
き
し
め

引
き
締
め
て

大
ら
か
に

タ
テ
画
し
っ
か
り
と

筆
を
返
し
て
伸
び
〳
〵
と

衣
へつ
な
ぐ

渇
筆
で
思
い
き
り
大
ら
か
に
の
び
〳
〵
と
書
き
進
め
ま
し
ょ
う

連
綿
線
の
び
や
か
に

拡
が
り
す
ぎ
な
い
よ
う

や
ゝ
小
・
太
め
に

戈
法
伸
び
や
か
に

伸
び
や
か
に

伸
び
や
か
に

こ
の
画
長
め
に

一度
引
い
て
穏
や
か
に

方
向

４

４

３

３

２

２

１

１

５

５

４

３２

１

５

６

６

７

含
墨

な
る
べ
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

　

三
方
向
に

雲
の

第
一
画
を

　

目
指
す

雨
冠
と
浮
雲
の

ご
と
軽
め
に

旁
は
け
も
の
偏
よ
り

太
め
に

リ
ズム
を

強
く

中
央
に

　
　

小
さ
く

獨
の
強
さ
に
対
し
て

明
る
く
表
現

（
背
勢
）

門
構
え
を
大
き
く

中
心
移
動

と
し
て
も

と
し
て
も

墨
継
ぎ

大
き
く
し
す
ぎ

な
い
よ
う
に
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平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
移
り
変
わ
る
時
代
は
、
貴

族
社
会
か
ら
武
家
社
会
へ
と
一
大
変
革
期
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
社
会
や
経
済
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

文
化
の
面
で
も
公
家
文
化
か
ら
武
家
文
化
へ
の
変
革
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
平
安
朝
の
優
雅
な
貴
族
趣
味
を
排
斥

し
、
簡
素
な
中
に
も
逞
し
く
意
欲
的
な
力
が
褒
め
称
え
ら

れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
さ
ら
に
、
宋
朝
の
文

化
が
伝
来
し
、
鎌
倉
文
化
は
成
熟
期
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
宋
代
に
新
し
く
興
っ
た
革
新
書
道
が
、
日

本
書
道
界
に
も
一
大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
ま
す
。
宋
の
四し

大た
い

家か

と
呼
ば
れ
る
蘇そ

東と
う

坡ば

、
黄こ
う

山ざ
ん

谷こ
く

、
蔡さ
い

君く
ん

謨ぼ

、
米べ
い

元げ
ん

章し
ょ
う

の
四
人
の
書
法
が
、
入
宋
の
僧
た
ち
（
栄え
い

西さ
い

禅
師
や

俊し
ゅ
ん

芿
じ
ょ
う

な
ど
）、
或
い
は
来
朝
の
僧
、
蘭ら
ん

溪け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

、
宗し
ょ
う

峰ほ
う

妙み
ょ
う

超ち
ょ
う

や
寧ね
い

一い
っ

山さ
ん

等
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。
中
国
で
も
異
端
と
さ
れ
て
い
た
黄
山
谷
な
ど
の

独
特
な
個
性
的
な
書
は
王
羲
之
を
典
型
と
す
る
正
統
派

の
書
風
を
標
榜
し
て
い
た
我
が
国
の
書
道
に
も
少
な
か

ら
ず
影
響
を
与
え
た
の
で
す
。

　

ま
た
一
方
、
そ
れ
ら
禅
宗
の
僧
た
ち
に
よ
る
新
興
の
書

風
は
、
技
術
よ
り
も
人
格
の
表
現
、
心
境
の
高
さ
を
示
す

と
い
う
禅
宗
様
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
僧
侶
の
地
位

の
向
上
と
共
に
盛
行
し
て
い
き
ま
す
。

▲宗峰妙超「関山號」

菩
提
本
樹
無
し
、
明
鏡
ま
た
臺
に
あ
ら
ず
。

本
來
無
一
物
。
何
れ
の
處と

こ
ろ

に
か
塵じ
ん
あ
い埃
を
惹
か
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

一
山
老
衲
一
寧
書

▲寧一山（一
いっさんいちねい

山一寧）「六
りく

詛
その

偈
げ

」

一
山
老
衲
一
寧
書　

本
來
無
一
物　

何
處
惹
二
塵
埃
一　

菩
提
本も
と

無
レ
樹　

明
鏡
亦
非
レ
臺　
　
　

 

（
こ
の
書
は
左
の
行
か
ら
読
み
ま
す
）

   

書
蹟
入
門
◯31 　

石
橋 

鯉
城 

監
修  

書
蹟
の
種
類
◯29  　
　

鎌
倉
時
代
の
書
跡
①
　 

　
　
　
佐  

藤  

耕  

介
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